
＊全日本選手権に出店します 

 全日本選手権でメンテナンスブースを設置します。現地で艇の故障や、CROKERオールの角度調整

等に対応します。また、パーツの受渡しを希望される方は、確実にお渡しできるよう、事前に弊

社宛にご連絡いただきますようご協力をお願い申し上げます。  

場所：埼玉県第一艇庫横(予定) 日時：9/11(火)～16(日) 

＊中古桟橋を販売します 

 新潟インターハイで使用した中古桟橋を 1枚(2m×2m)15万円（消費税・運搬費別）で販売します。

設置方法や詳細についてはお気軽にお問い合わせください。 

＊ブイのプレゼント 

 今年もヘッドレースの季節がやってきます。全国各地でヘッドレースが盛んになることを期待し、

コース用のブイを寄贈します。ブイは黄・赤（150mm）及び赤・白・黄（200mm）の中からお選び

いただけます。また、設置方法につきましては弊社 HP (http://k-boat.co.jp/column/head.htm)

を参照ください。ご希望の方はレース要項を添付して弊社までお申し込みください。 

●お知らせ 
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未来に向かって進化 

－お客様の役に立つ存在になる－ 

＊ 総てに挑戦  

プロの仕事に徹する 

＊ 存在価値の追求 

 国内メーカーとしての価値を高める 

＊ スピードアップ 

 すべての仕事に納期を設定する 

8 月上旬はインターハイに行ってきました。この時期にボート競漕を

するのは少し酷ともいえる猛暑の中での開催でした。しかし、主催者

の熱意と若い高校生たちの元気で乗り切ることができたと思います。

今回は参加者負担があったこともあって我が国特有の国体、インター

ハイでの配艇制度について議論が百出しています。地域や立場の違い

で意見が分かれるのは当然のことです。オリンピックに象徴されるよ

うに劣勢の日本のローイング全体をどのような方向に向けて盛り上げ

るかの総合的なリーダーシップが期待されます。     【古川】 

●世界ジュニア選手権レポート   【今次】 
 8/15～19にブルガリアで開催されました世界ジュニア選手権へ同行してきました。今回、日

本ジュニアチームは桑野艇を使用し世界の舞台で戦ってくれました。過去、アジア大会での舞

台はありましたが世界大会へは桑野艇にとって初舞台でした。国内トレーニングから桑野艇で

準備を進め、コンテナ輸送で現地へ持ち込み大会を迎える事となりました。各国の通関上や組

織委員会の受入れ等々、直接見えない部分での障害もあり現場にはご迷惑をかけてしまった場

面もありましたが、ジュニアチームの皆様やチームマネージャーの温かい心遣いに触れる事が

でき一層サポートへの力が入りました。 

私自身は久しぶりに世界大会を見られる機会をいただきましたが、艇そのものはアルミやカ

ーボンに関わらずウイングリガー艇が圧倒的に多くなっています。全体の 8割程度はあると思

いました。また造船メーカーが母国にあるチームは、その大半が自国のメーカー艇を使用して

いる印象を受けました。我々もそういう立場になるよう日々前進し準備を積み重ねる必要性を

強く感じました。大会そのものは選手権でありながらフェスティバル要素も含みレースを見て

いるのみならず会場にいることで学ぶことも多く、私にとっては貴重な経験となりました。事

前合宿から大会遠征等々に関わる様々な場面で、皆様から多くのご協力をいただきました事を

深く御礼申し上げます。ありがとうございました。 

BOAT TIMES の配信停止をご希望される方は、お手数ですが FAX(077-573-8002) または E-mail(kuwano@k-boat.co.jp) で弊社まで

ご連絡下さい。また、ご意見・ご感想などもお待ちしております。 

 

●連結 Dynamic エルゴ！ 
インターハイ会場にて、2 台の Dynamic エルゴを連結して展示しました。炎天下ではありましたが、多数の選手や先生方に連結

Dynamic エルゴを体験していただき大好評でした。Dynamicエルゴの連結は、前後に動くストレッチャーの部分を 1本のバーでつ

なぎます。力を加えるストレッチャー同士が直接つながっているので、『従来のエルゴメーター＋スライド』の連結に比べても、

漕ぎのズレがダイレクトに感じられ、よりユニフォーミティーの確認に役立つように思いました。 


